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【次世代育成アカデミーの概要】 

次世代育成アカデミーは、各部等の長からの推薦された職員を対象に、持続可能な

行政に求められる職員の育成を目的とした研修です。（平成２７年度から実施。） 

この研修では、３人の大学教授や庁内講師などから人口減少時代・情報化社会にお

ける「地方財政」、「まちづくり」、「ＡＩ・ＩＣＴ技術」など、様々な教えを受け、本

市の課題等に対して、エビデンス（証拠）に基づく政策立案を行います。 

今年度は、総合計画の策定プロセスに参加し、主要施策の研究・提案などに携わりま

した。 

 

【令和元年度の活動内容】 

１ 大学教授等３人による特別講義 

（1） 秦野の現状と課題（帝京大学教授：茅野英一氏） 

（2） “協働まちづくり実践”と“職員力育成”（産業能率大学講師：斉藤進氏） 

（3） 人口減少・高齢・情報社会の自治体政策（東海大学教授：小林隆氏） 

  

       開 講 式          東海大学 小林先生によるｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ講義 

   

帝京大学 茅野先生による講義     産業能率大学 斉藤先生による講義 
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２ 庁内講師による特別講義 

（1） 秦野名水の保全と利活用について（環境共生課：谷課長） 

（2） 公共施設の再配置について（行政経営課：坂口課長代理） 
 

３ 新総合計画策定に向けた活動 

（1） 市民ワークショップ（子育て・秦野の魅力・健康について考察。） 

（2） 職員ワークショップ（市民ＷＳの意見を基に、計画の基本的方向を提案。） 

  
                        市民ワークショップの様子 
 

４ オープン研修 

（1） 事業スクラップ・アンド・ビルド研修 

   役割を終えていると考えられる事業等はスクラップ（廃止・縮減）し、それに

よって生み出された財源をより重要な新しい事業に振り分ける具体的な手法など

について学びました。 
 

５ ゼミ活動（３グループ） 

（1） 新総合計画の基本的方向の提案について、実現に向けた工程や、課題への対応

方法、実現の効果等を十分に検証するため、ゼミ活動を開始。 

（2） 中間発表（ゼミ活動で研究した内容について、中間発表） 

（3） 公共政策フォーラム（東海大学の講義の一環で、学生を前に研究内容を発表） 
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６ 政策提言発表会 

  ゼミ活動において、中間発表、公共政策フォーラムを経て得られた新たな課題な

どについて修正を行い、当日に臨みました。 

日時：令和２年２月１２日（水）午後６時から２時間程度 

場所：秦野市保健福祉センター３階 多目的ホール 

 

（1）【情報通信技術を駆使したスマートな「ＨＡＤＡＮＯ」を目指して】 

（2）【誰もが自信や生きがいを持って活躍できる社会を目指して 

～さぁ! hadaで感じる no業をはじめよう～】 

（3）【移動支援でつなげる地域のきずな～持続可能な共助の輪をつくる～】 

   

次世代育成アカデミー 政策提言発表会       先生方による講評 

 


